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［はじめに］Sr(Si,Al)5(O,N)7:Ce3+は青色励起で Ce3+特有の広帯域な黄色発光を示すことから，

白色 LED用途に有用であることが知られているが[1]-[4]，従来高効率が得られるのは比較的短波長

発光であり，需要の高い電球色～昼白色を高い演色性で得るためには，高効率な長波長発光が求

められる。今回，三種のCe原料を用いてSr(Si,Al)5(O,N)7:Ce3+を合成し発光特性を比較検討した。 

［実験方法］母体である Sr(Si,Al)5(O,N)7の原料は Sr3N2，Si3N4，AlNを用い，Ce原料に CeO2， 

CeCl3，CeNの三種類を用いて Ce濃度（＝Ce/(Sr+Ce)）を 2-10%の範囲で変えた試料を用意し 

た。生成相の同定は粉体 X線回折，生成組成分析は ICP発光分光分析等の化学分析，Ce3+濃度お 

よび常時性欠陥密度測定は各々低温および室温における電子スピン共鳴法により行った。発光特 

性評価は分光光度計を用い，内部量子効率の測定は JIS R 169[5]に準拠した方法で実施した。 

［結果］図１に試料群の外部量子効率と発光波長の関係を示す。CeO2使用品は Ce賦活濃度を変 

化させても発光波長が変化しない一方，CeN使用品および CeCl3使用品は Ce濃度増加に伴う長 

波長化が見られる。また CeCl3使用品は CeO2使用品，CeN 使用品よりも 10％前後高効率が得ら 

れており，その原因としては図２に示すように CeCl3による常磁性欠陥の生成抑制が考えられる。 

 

図１ 外部量子効率と発光波長依存性    図２ 常磁性欠陥の Ce賦活濃度依存性 
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